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2025年三田会結成に寄せて 2025年三田会代表幹事 藤村 悠哉（医学部）

　本年卒業を迎える皆様、誠におめでとうございます。医学部104回生の藤村悠哉と申します。 
　この度、2025年三田会の代表に就任することとなりました。本年より晴れて塾員となられる皆様と慶應義塾との
架け橋の一つとして、役員と共に尽力して参りますので今後ともよろしくお願い申し上げます。

　さて、今年卒業する我々の慶應義塾大学での生活を振り返ってみると、少なからずCOVID-19の影響を受けたも
のだったのではないでしょうか。対面授業や友人との会食などそれまで当たり前にあったものが制限されていく状
況の中で、zoomの画面やアクリル板越しのコミュニケーションを重ねてきました。そして現在、制限が緩和された
世の中を生きる我々は、with コロナとpost コロナの両者を経験し、どのような形であれ人と人との繋がりが大切で
あることを実感しています。

　この先、慶應義塾での学生生活を終えた我々は、いよいよ「気品の泉源、智徳の模範」を実践すべく社会へと羽ば
たきます。皆様はきっと、多くの先輩方がそうであるように、世界の各分野で足跡を残していくことでしょう。そし
て、塾員同士の繋がりが、分野を超えて互いの活躍の場をさらに広げていくはずです。

　塾員同士の絆の象徴ともいえるのが「三田会」の存在です。特に「2025年三田会」は、今年共に卒業する我々の横の繋がりを広げ、深めて
いく大切な場となるでしょう。また同時に、連合三田会などを通して先輩方や後輩達との縦の繋がりを広げる場でもあります。

　これから始まる新たな旅路において、2025年三田会が、慶應義塾で培ったご縁を育み続ける場となることを願っております。また、環境や
立場が異なり互いに違う道を歩むことになったとしても、学生生活を共にした我々が再び集い、互いに刺激し合う場であり続けます。

　本会が皆様にとってより良いものとなるよう役員一同尽力して参りますので、皆様におかれましてはぜひ積極的に会にご参加いただき、共に
三田会を盛り上げていきましょう。

2025年三田会役員メンバー

2025年三田会結成について
　「2025年三田会」とは、本年卒業式を迎えられる皆様
の同窓会の名称です。
　卒業年三田会のほかにも地域別、勤務先別、各団体別
など、様々な三田会があります。世界中に880を超える
三田会で構成されている慶應連合三田会との繋がりにお
いては、毎年秋に日吉キャンパスで行われるホームカミ
ングデー「慶應連合三田会大会」の幹事として、これか
ら10年後、20年後、30年後、40年後の節目の年に、ご　
卒業の皆様全員でご活躍いただきます。
　左記の方々は2025年三田会のとりまとめや、卒業25
年・卒業50年の塾員招待行事に際して、その準備活動の
中心となる役員の皆様です。

慶應連合三田会

慶應連合三田会ホームページ CLICK

　この度はご卒業おめでとうございます。2025年三田会
では皆様の三田会活動をサポートするため、ご連絡先の
ご登録をお願いしております。下記QRコードからGoogle
Formにてご回答ください。
　ご希望される方には、各三田会の情報や、慶應義塾に
関する情報、卒業後に役立つ情報などを2025年三田会事
務局から随時ご連絡させていただきます。

2025年三田会事務局

2025年三田会からお知らせ
　改めまして、皆様のご卒業を心よりお祝い申し上げるとともに、代表就任の挨拶と代えさせていただきます。

2026年三田会結成に寄せて 2026年三田会結成について

2026年三田会からお知らせ

2026年三田会幹事メンバー

2026年三田会代表幹事 佐々木 菜緒 （総合政策学部）

　本年ご卒業を迎えられる皆様、誠におめでとうございます。
この度、2026年三田会代表を拝命いたしました、佐々木菜緒
と申します。晴れて塾員となられる皆様と母校慶應義塾とを結ぶ
一端を担うこととなり、身の引き締まる思いでおります。
　慶應義塾では、卒業生を単なるOB・OGではなく、義塾を
支える「社中」の一員である「塾員」として捉えます。三田会は、
福澤諭吉先生が説かれた「社中協力」の精神を源流とし、卒業
後も志を同じくする仲間が結び合う場として発展してきました。
時代が移ろっても、互いに支え合い、高め合う理念は脈々と受け

継がれています。
　振り返れば、私たちの学生生活は社会の大きな変革期の中にありました。当たり前の日常
が制限される日々も経験しました。しかし、その難局を工夫と支え合いによって乗り越えてきた
経験は、「人と人とのつながりの尊さ」を改めて教えてくれたように思います。
　今日、AIの進展をはじめ、社会の仕組みや働き方、価値観までもが大きく変わりつつあり
ます。効率や合理性が加速度的に追求される時代だからこそ、私たちに問われるのは、人と
人とが直接関わり合い、信頼を築き、志を語ることの意味ではないでしょうか。互いを敬い、
挑戦を後押しする絆は、思い出の共有に留まらず、これからの社会を動かす真の原動力で
あり続けます。
　2026年三田会は、こうした価値を礎に、多様な視点を取り入れた開かれた集いでありたい
と考えております。伝統に学びつつ、次代にふさわしい形を模索し、切り拓くその歩みは、実学
の精神にも通じるものと信じております。
　慶應義塾で得たご縁を「一生もの」として育む場として、2026年三田会を共に創り上げて
参りましょう。幹事一同、皆様の新たな門出を支え、つなぎ、広げていく役割を誠実に果たして
まいります。新たな結びつきが、それぞれの未来、そして社会を力強く照らすことを願い、結成
のご挨拶といたします。

　「2026年三田会」とは、本年卒業式を迎えられる皆様
の同窓会の名称です。
　卒業年三田会のほかにも地域別、勤務先別、各団体別
など、様々な三田会があります。世界中に890を超える
三田会で構成されている慶應連合三田会との繋がりに
おいては、毎年秋に日吉キャンパスで行われるホームカミング
デー「慶應連合三田会大会」の幹事として、これから10年
後、 20年後、 30年後、 40年後の節目の年に、 ご卒業の
皆様全員でご活躍いただきます。
　左記の方々は2026年三田会のとりまとめや、卒業25
年・卒業50年の塾員招待行事に際して、その準備活動の
中心となる役員の皆様です。

　この度はご卒業おめでとうございます。2026年三田会
では皆様の三田会活動のため、 LINEオープンチャットの
ご登録をお願いしております。下記QRコードからご参加
ください。
　各三田会の情報や、慶應義塾に関する情報、卒業後に
役立つ情報などを2026年三田会事務局から随時ご連絡
させていただきます。

2026年三田会事務局

慶應連合三田会
慶應連合三田会ホームページ　　　CLICK
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慶應連合三田会 会長
麻生  泰

ご卒業おめでとう ようこそ慶應連合三田会へご卒業おめでとう ようこそ慶應連合三田会へ
　ご卒業おめでとうございます。社会人と
しての新しいスタートです。出だしは大事で
すので、明るく、感謝の気持ちをしっかり
持ってこれからの日々 を過ごしていって下さい。
　私は若い２０歳代の時は以下の力、体力、
語学力、IT力、そして魅力を付けて貰いたい
と思います。魅力というのは美しいという点
も有りますが、信頼される人間、期待される
人間、そしてマナーが良く明るい人間です。
　日本の様な良い国は有りません。平和で
自然が多く残り、綺麗で治安が良い国日本
です。ただ、経済力がこの３５年間伸びが
鈍く、周りのアジア諸国は勿論、欧米にも後れ
を取っているのが現実です。私たち年配者
の責任が大きいのですが、みんなでこれか
ら経済復興を実現していきましょう。それに
向け、連合三田会の会長として活動をして
いきます。「与えられている、この一度の人
生」を大事に、感謝の心と生きがいを身に
付けて日々明るく過ごして下さい。
　連合三田会は８９０を超える三田会と約

４１万人の会員がいます。卒業年だけでなく、
地域そして勤務先や職種、他にも様々な
三田会があります。自己学習の機会として、
刺激を求めての活動、そして情報源として
や人脈作りの面でも慶應義塾卒業生の
魅力、強みとしての有効な交流機会として、
これから参加、活用されては如何でしょうか。
先輩たちも若い人からの情報、特に、最新
の技術面での情報収集を楽しみにしていま
すので宜しくお願いします。
　私自身を考えてみると、学生時代は勉強
に熱心とは言えず、運動部の活動に時間を
費やしていました。社会人と成り、その後
家業に戻ってから、自分の人生目標がセット
されてからは、それに向かってエネルギーと
時間を集中させ、充実した日々を過ごして
います。一度の与えられている人生では、
将来の目標設定を作る事が私は非常に
大事だと思います。大谷翔平選手ではない
ですがMVPです。私たちの場合のMVPは、
mission, vision, passion の三つです。

自分の与えられている使命は何か、ビジョン
は何か、そして情熱をもってその使命や
ビジョンに向かってすすんでいく、学習力と
集中力です。
　慶應義塾の教育の基礎である「気品の
泉源、智徳の模範」を大事にして、明るく
周囲を盛り上げ、失われた３５年と言われる
日本経済を立て直し、国際対応力を向上させ
て日本を動かしていきましょう。多くの先輩
たちが築いてくれた日本ブランドに対しての
信頼、感謝、期待感がまだ残っている現在、
皆さんの参加、活躍を楽しみしています。
　連合三田会の先輩として、そして現役
リーダーの責任者の一人として、この日本
を動かす活動を自分のライフワークの一つ
として続けていきます。是非、もっともっと
日本を明るく、競争力のある国に一緒に
していきましょう。皆さん方の明るい日々の
生活から生まれてくる競争力強化を、同じ
慶應の卒業生の一員として参加、実行、
実現をしていきましょう。



①公式の登録三田会である卒業年三田会、地域三田会、勤務先・職種別三田会、その他

各種三田会により構成されています。

②毎年1回、10月に日吉キャンパスで全塾員対象のホームカミングデー「慶應連合三田

会大会」を卒業40年、30年、20年、10年を迎える塾員が幹事となり開催しています。

③毎年1回、各登録三田会からの代表者などを迎えての懇親会を開催しています。

④機関誌「三田ジャーナル」(1969年創刊)デジタル版を発行しています。

⑤同窓会コミュニケーションプラットフォーム「デジミタ」で慶應義塾教授陣からの講演

「学びのWebセミナー」、塾員のスタートアップ経営者による「全社会の先導者クロス

トーク」の無料配信を行っています。

⑥入会金や会費はなく、毎年の慶應連合三田会大会の運営によって賄われています。

福澤先生が大切にされた同窓生の集まりから始まった連合三田会の歩みについては 

こちら

連合三田会とは？

登録三田会については下記ＨＰに一覧が掲載されています。

●三田会検索──慶應連合三田会公式サイト （rengomitakai.com）

世界中に890を超える三田会があります。卒業年三田会（75）、海外（77）を含む地域
三田会（324）、勤務先・職種別三田会（244） のほか、学部別、ゼミやサークル、その他
各種団体や趣味グループなどの諸会（248）があります（2026年2月現在）。是非
チェックしてみてください！
活動内容や入会方法は各三田会で異なるため、詳細は慶應連合三田会事務局まで
お問い合わせください。

一般財団法人慶應連合三田会事務局 （平日10時～17時）
　〒108-0073 東京都港区三田2-14-5フロイントゥ三田907号室
　TEL：03‐6722‐6127

慶應連合三田会公式ホームページ

どんな三田会があるの？

CLICK

CLICK

CLICK

CLICK

CLICK

CLICK

これまでは塾生として、これからは塾員として慶應義塾との関係がスタートします。4月から社会人となり、地方に
移住したり、海外に転勤しても、そこには三田会があり、塾員をどこででも温かく迎えてくれます。
慶應義塾で学んで良かった、と思えるのは社会に出て塾員の皆さんとの交わりの中で実感していけるのではない
でしょうか。塾員同士、育む縦横の社中ネットワークは、皆さんのサポートとなります。

同窓会コミュニケーションプラットフォーム 

慶應に入学してよかったと思うのは
大学を卒業してからかもしれません 慶應連合三田会

同窓会プラットフォーム

国内外の三田会のために、塾員間のコミュニケーションの活性化のために、各三田会の架け橋を担っている連合
三田会は、塾員限定で利用できる同窓会プラットフォーム「デジミタ」を提供しています。
デジミタ限定配信の慶應義塾共催「学びのWebセミナー」、活躍中のスタートアップ企業の代表にクローズアッ
プした「クロストーク」などのイベント、各三田会の様々なニュース、毎年10月に日吉で行われるホームカミング
デーである連合三田会大会への参加もご案内しています。  登録はこちらから！

★最新webセミナー： 2026年3月28日（土）15:00～  後日アーカイブ公開予定★
※視聴には登録（無料）が必要です

理工学部・理工学研究科 栗原聡教授「到来する人とAIが共生する社会において
イノベーション多産な国とするために我々に求められるものとは？」 視聴はこちらから

https://www.rengomitakai.com/mitakai/ayumi/
https://www.rengomitakai.com/
https://www.rengomitakai.com/search/
https://www.rengomitakai.com/manabi07/
https://app.rengomitakai.jp/app/login


秋の一日、キャンパスに塾員が集う
連合三田会大会。
学部や年代の垣根を越えて交流を
深める年に一度の同窓イベントです。
卒業10年ごとに当番が受け継がれ、
学部や職業を超えた実行委員が力を
合わせて大会を創り上げながら、
次世代へとつないでいきます。
今年は1986・1996・2006・2016年卒
が中心となり準備中。
懐かしい再会と新たな出会いを通じて、
『社中の絆』を実感できる一日です。

『社中の絆が、照らす未来』




